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尚美展100回記念特集号
一輝ける作家たちの軌跡-

ー)
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)

/

｢
鋳
鋼
第
三
の
指
向
花
器
｣

山
　
室
　
源
　
作
　
(
号
百
世
)
　
作

千
葉
県
立
美
術
館
蔵

｢
輝
け
る
堆
家
た
ち

の
軌
跡
｣
展
を
観
て

青
井
記
念
館
美
術
館

は
ぐ
く
み
会

会
長
玉
井
　
晶
夫

本
年
当
校
の
尚
美
展
が
記
念

す
べ
き
第
一
〇
〇
回
を
迎
え
ま

し
た
｡
よ
り
高
く
て
や
ま
な
い
尚

美
の
精
神
で
学
ん
だ
成
果
が
'

数
々
の
輝
か
し
い
実
績
を
残
し

て
き
ま
し
た
｡

青
井
記
念
館
美
術
館
で
は
'

記
念
特
別
展
と
し
て
　
｢
輝
け
る

作
家
た
ち
の
軌
跡
｣
　
と
い
う
先

人
た
ち
の
作
品
を
通
し
て
尚
美

展
一
〇
〇
回
の
足
跡
を
辿
る
企

画
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
o
　
工

芸
学
校
草
創
期
か
ら
現
代
に
至

る
ま
で
の
作
家
た
ち
の
輝
か
し
い

作
品
は
､
尚
美
の
教
育
が
確
か

で
あ
っ
た
こ
と
を
改
め
て
心
に
強

く
感
じ
ま
す
｡

ま
た
､
｢
六
人
展
｣
　
と
称
L
t

本
校
ゆ
か
り
の
作
家
で
'
日
本

芸
術
院
賞
受
賞
者
･
無
形
文
化

財
保
持
者
の
優
れ
た
作
品
を
県

内
外
の
美
術
館
よ
り
お
借
り
し
､

特
別
展
示
さ
れ
ま
し
た
o
　
こ
の

中
で
山
室
百
世
氏
の
作
品
は
富

山
県
内
に
な
く
'
調
査
の
結
果
'

千
葉
県
立
美
術
館
に
収
蔵
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
'
山
室

氏
の
代
表
三
品
を
展
示
し
て
お

り
ま
す
o

こ
の
記
念
特
別
展
は
､
十
1

月
四
日
ま
で
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
､
ど
う
か
鑑
賞
し
て
い
た

だ
き
'
卒
業
生
の
輝
か
し
い
軌

跡
を
顕
彰
し
て
も
ら
い
た
い
と

存
じ
ま
す
｡
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尚美会の誕生

開晶治会
催展36発

∴黒∴
を芸明

工芸学校開校

昭和･平成　　　　　　　　･明治37年以降
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ー
輝
け
る
作
家
た
ち
の
軌
跡
Ⅰ

明
治
2
 
7
年
1
 
0
月
に
工
芸
学
校
が
開
校

さ
れ
'
9
年
後
､
第
一
回
工
芸
品
展
覧

会
　
(
後
の
尚
美
展
)
　
が

開
催
さ
れ
'
本
年
は
数

え
て
畑
回
記
念
を
迎
え

ま
し
た
o
　
特
別
展
で
は

卒
業
生
の
方
々
よ
り
'

創
立
6
0
周
年
.
畑
周
年

記
念
時
に
母
校
へ
寄
せ

ら
れ
た
作
品
な
ど
'
収

蔵
作
品
が
謝
点
余
と
な

り
r
尚
美
展
珊
回
記
念

を
祝
し
'
卒
業
生
の
寄

贈
作
品
を
年
代
順
に
紹

介
し
'
作
家
た
ち
の
活

躍
の
軌
跡
を
辿
っ
て
い

ま
す
｡

E
3
日
口
田

口
草
創
期

･
明
治
2
7
年
工
芸
学
校
開
校

･
明
治
3
2
年
尚
美
会
の
誕
生

□
明
治
･
大
正
期

･
明
治
3
7
年
以
降

口
現
代

･
昭
和
･
平
成
(
創
立
㈹
周
年
記
念
)

*

*

*

*

*

*

*

*

*

*

□
特
別
展
示

･
日
本
芸
術
院
賞
受
賞
者

･
重
要
無
形
文
偲
財
保
持
者

特
別
展
は
'
本
校
収
蔵
作
品
を
.
9
月

1
 
5
日
よ
り
1
 
1
月
4
日
ま
で
開
催
し
ま
す
o

な
お
期
間
中
の
1
0
月
ほ
日
よ
り
2
8
日
ま

で
'
高
岡
市
美
術
館
な
ら
び
に
千
葉
県

立
美
術
館
よ
り
お
借
り
し
た
作
品
を
特

別
展
示
し
ま
す
｡
特
に
山
室
百
世
氏
の

作
品
は
県
内
美
術
館
で
は
見
る
こ
と
の

で
き
な
い
も
の
で
す
c

E
l
白
E
3
日

草
創
期

明
治
3
 
2
年

先
生
･
学

生
･
卒
業
生

に
よ
る
尚
美

同
窓
生
ギ
ャ
ラ
リ
ー

5
月
1
 
6
日
(
水
)
～
6
月
2
4
日
(
日
)

工
芸
品

陳
列
場
を

引
き
継
ぎ

工
芸
学
校

の
誕
生
を

紹
介

明
治
･
大
正
期

明
治
3
7
年

以
降
国
内
･

外
の
博
覧
会

に
出
品
し
'

受
賞
す
る
o

上
級
学
校
進

学
者
も
増
え
､

中
央
で
活
躍

さ
れ
る
作
家

な
ど
秀
れ
た

作
品
が
多
い
｡

現

　

代

昭
和
･
平

成
に
な
り
大

作
で
の
発
表
'

各
種
団
体
展

㌦
:
.
.
:
:
.
　
且

表
現
も
自
由
で
多
彩
と
な
る
甲

こ
の
よ
う
に
卒
業
生
を
縦
の
流
れ
で

明
治
か
ら
現
代
ま
で
雌
余
点
を
展
示
し
'

改
め
て
工
芸
学
校
の
輝
か
/
吋
歴
史
を

思
う
の
で
あ
る
｡

第
4
4
回
｢
代
谷
松
男
油
絵
展
｣

ラ
イ
フ
ワ
ー

ク
と
し
て
白
黒

の
ど
く
ろ
を
テ
ー

マ
に
､
3
大
壁

面
に
8
4
ケ
の
ど

く
ろ
の
日
が
見

る
人
を
凝
視
し

て
い
る
｡

眼
鏡
を
か
け
て
い
る
ど
く
ろ
は
'

代
谷
さ
ん
自
身
で
あ
る
と
の
こ
と
ー

精
力
的
な
制
作
態
度
と
意
表
を
つ
く

作
品
群
に
会
場
の
見
学
者
も
楽
し
ま

れ
た
よ
う
で
し
た
｡

8
月
3
日
(
金
)
～
9
月
2
日
(
日
)

第
4
5
回
｢
三
三
会
工
芸
展
｣

卒
業
後
5
0
年
を
記
念
し
て
窯
業
･

図
案
科
出
身
者
を
中
心
に
当
時
の
恩

師
'
池
上
･
山
本
･
川
渡
先
生
を
交

え
'
友
人
ら
も
参
加
し
て
開
催
さ
れ

ま

し

た

.

　

　

[

`

山

川

川

用

茎

期
間
中
'
同

級
生
や
友
人
･

知
人
･
家
族
の

見
学
も
多
く
'

連
日
楽
し
い
会

話
の
弾
む
印
象

的
な
会
場
で
し

た
o

.

.

m

｢

　

4
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特
別
展
一
｢
}
6
人
展

日
本
芸
術
院
賞
-
本
校
卒
業
生
の
受
賞
者
-

大

角

　

勲

　

こ

昭
和
3
4
年
金
属
工
芸
科
卒
金
王
家

受
賞
　
二
〇
〇
三
年

優
れ
た
芸
術
作
品
に
日
本
芸
術
院
が
授
与
す
る
芸
術
界
の
最

高
賞
で
本
校
卒
業
生
で
5
名
の
方
が
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
｡

佐
々
木
長
次
郎
(
大
樹
)
.

明
治
4
 
1
年
木
工
科
卒
彫
刻
家

受
賞
　
f
九
二
<
年

山
室
　
源
作
(
百
世
)

大
正
8
年
金
工
料
率
金
工
家

受
賞
　
T
九
五
七
年

山
崎
覚
太
郎

大
正
8
年
漆
工
科
卒
漆
工
家

受
賞
一
九
五
四
年

郷
倉
　
与
件
(
千
靭
)

㊨
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
(
人
間
国
宝
)

芸
術
上
の
価
値
が
高
く
'
特
に
重
要
な
も

の
を
国
が
指
定
し
､
こ
れ
を
高
度
に
体
現
で

き
る
者
ま
た
正
し
く
体
得
し
か
つ
精
通
し
て

明
治
4
3
年
漆
工
料
率

受
賞
一
九
六
〇
年

日
本
画
家

い
る
者
を
､
保
持
者
と
し
て
認
定
す
る
｡

の
保
存
と
継
承
を
目
的
と
す
る
｡

金
森
　
栄
一
(
映
井
智
)

昭
和
3
年
金
属
工
芸
科
卒
金
工
家

受
賞
　
一
九
八
九
年

文
化
部
合
同
展

7
月
7
日
(
土
)
～
7
月
2
6
日
(
木
)

今
年
で
3
7

回
を
迎
え
た

文
化
部
合
同

展
も
美
術
･

陶
芸
･
写
真
･

ク

ラ

フ

ト

･

新
聞
･
茶
道
･

書
道
･
デ
ザ

∴
.
I
 
f
･
.
i
.
;
[
　
泊

系
か
ら
機
械
･

電
子
機
械
･
電
気
･
建
築
な
ど
が
参
加

し
､
1
学
期
間
に
製
作
や
練
習
し
た

活
動
の
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
｡
開

展
式
に
は
吹
奏
楽
部
の
演
奏
も
行
わ

れ
1
層
華
や
か
さ
を
き
わ
立
た
せ
ま

し
た
Q書

道
部
で
は
大
河
ド
ラ
マ
か
ら
の

文
字
を
情
感
こ
め
て
書
い
た
作
品
や
'

工
学
系
で
は
ロ
ボ
ッ
ト
の
作
品
､
配

線
コ
ン
ク
ー
ル
の
受
賞
作
な
ど
本
校

独
自
の
作
品
が
注
目
さ
れ
ま
し
た
｡

又
､
会
期
中
'
茶
道
部
員
が
お
点

前
を
披
露
L
T
　
来
館
者
を
も
て
な
し

特
別
展
示
と
し
て
､
山
室
百
世
氏
は
千
葉

県
立
美
術
館
､
他
の
5
氏
の
作
品
は
高
岡
市

美
術
館
よ
り
お
借
り
し
て
展
示
し
ま
し
た
｡

尚
､
受
賞
作
品
で
は
あ
り
ま
せ
ん
o

㌔
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･
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･

･
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下
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･

ト
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L
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･

･

･
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L
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･

･
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･

一

･

㌔

･

･

,

.

 

-

ま
し
た
｡
保

護
者
の
見
学

も
多
く
､
文

化
部
活
動
の

一
端
を
堪
能

し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
｡
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H
H
卜
=
日
日
_
一

常
設
展
Ⅰ
期

5
月
6
日
(
水
)
～
7
月
2
6
日
(
木
)

｢
絵
画
･
工
芸
(
漆
工
)
｣
展

明
治
2
7
年
創
校
時
の
作
品
を
中
心
に
'
絵
画
と
漆
芸

晶
詔
点
を
展
示
し
ま
し
た
｡

け
継
い
だ
参
考
美
術
品
や
､

れ
た
優
れ
た
先
生
方
の
作
品

は
､
来
館
者
に
感
銘
を
与
え

ま
し
た
｡
鎌
倉
時
代
の
　
｢
仏

画
　
(
菩
薩
)
｣
'
古
代
中
国
の

｢
蓮
花
水
鳥
図
｣
'
室
町
時
代

の
　
｢
青
唐
聴
形
経
巻
入
｣
'

初
代
校
長
の
　
｢
山
水
の
図
｣

等
は
､
大
変
見
応
え
の
あ
る

も
の
で
し
た
｡

県
工
芸
品
陳
列
場
よ
り
受

創
校
時
に
全
国
か
ら
招
か

｢
鋳
鋼
第
三
の
指
向
花
器
｣

山
室
源
作
作
(
号
百
世
)

人
物
の
形
を
し
た
角
型
の
奥
行
の
浅
い
表
面
に

木
葉
模
様
を
配
し
た
簡
素
な
花
器
で
あ
る
｡
頭
部

に
は
幅
約
2
c
m
の
穴
へ
花
を
挿
入
す
る
溝
が
あ
る
｡

寸
法
は
高
さ
4
2
聖
　
横
2
6
皿
'
幅
7
皿
の
薄
型
の

壷
で
あ
る
.
花
器
の
概
念
か
ら
離
れ
た
ユ
ニ
ー
ク
な

作
品
｡
作
者
は
本
校
金
工
科
を
大
正
8
年
に
卒
業
､

同
期
に
山
崎
覚
太
郎
が
い
る
｡
卒
業
後
上
京
L
t

服
部
時
計
店
に
入
社
o
　
1
2
年
農
商
務
省
の
練
習
生

に
選
ば
れ
渡
欧
｡
昭
和
8
年
帝
展
初
入
選
以
降
文

展
日
展
に
出
品
す
る
｡
昭
和
2
2
年
和
光
の
経
営
に

携
わ
り
3
6
年
退
任
｡
以
後
鋳
金
家
に
専
念
さ
れ
た
｡

催

事

案

内

常
設
展
Ⅱ
期

8
月
3
日
(
金
)
～
9
月
2
日
(
日
)

=
　
　
｢
絵
画
･
工
芸

本
展
で
は
-
期
に
続
き
､

収
蔵
庫
か
ら
の
絵
画
と
金
工

品
を
論
点
展
示
し
ま
し
た
o

狩
野
探
幽
の
　
｢
孔
子
の
像
｣

や
蕪
村
の
｢
青
緑
山
水
の
図
j
､

中
国
周
代
の
祭
壇
用
酒
器

F
孫
子
由
｣
､
高
岡
の
名
工

関
義
軍
の
　
｢
沖
置
物
｣
等
'

充
実
し
た
展
示
と
な
り
ま
し

た
｡

(
金
工
)
｣
展

尚
美
展
1
0
0
回
記
念
特
別
展

9
月
1
5
日
(
土
)
～
1
1
月
4
日
(
日
)

第
1
4
回
青
井
申
美
展

1
1
月
烈
日
(
衣
)
～
1
2
月
6
日
(
莱
)

常
設
展
Ⅲ
期は

月
2
0
日
(
木
)
～
2
月
5
=
日
八
日
)

同
窓
生
ギ
ャ
ラ
リ
-

第
4
6
回
　
1
月
2
2
日
(
火
)
～
2
月
1
7
日
(
日
)

卒
兼
課
題
展2

月
2
3
日
(
土
)
～
3
月
2
日
(
日
)

常
設
展
Ⅳ
期3

月
は
日
(
莱
)
～
4
月
3
日
(
木
)

同
窓
生
ギ
ャ
ラ
リ
ー

第
4
7
回
　
3
月
S
3
日
(
莱
)
～
4
月
3
日
(
莱
)

は
ぐ
く
み
会
会
員
募
集
の
お
し
ら
せ

は
ぐ
く
み
会
で
は
八
雲
貝
を
募
集
し
て
い
ま
す
｡

申
し
込
ま
れ
た
日
か
ら
一
年
間
会
員
と
な
り
ま
す
｡

主
な
活
動

･
青
井
記
念
館
美
術
館
へ
の
協
力
･
支
援

･
中
学
生
美
術
展
(
青
井
中
美
展
)
へ
の
支
援

特

　

　

典

･
企
画
展
等
の
案
内

･
は
ぐ
く
み
会
だ
よ
り
の
配
布

年

会

費

一
般
会
員
(
個
人
)
　
　
　
　
　
　
　
二
､
〇
〇
〇
円

特
別
会
員
(
企
業
'
団
体
等
)
　
　
一
〇
㌧
〇
〇
〇
円

お
問
い
合
わ
せ
･
申
し
込
み
先

青
井
記
念
館
美
術
館
は
ぐ
く
み
会
事
務
局

･
q
i
･
,
卦
.
･
冬
払
ノ

今
年
の
夏
は
記
録
的
な
猛
暑
で
し
た
が
､
皆
様
如
何

お
過
ご
し
で
し
た
か
?

尚
美
展
l
 
O
O
固
記
念
特
別
展
が
開
催
さ
れ
､
今
回

は
千
葉
県
と
高
岡
市
よ
り
御
協
力
頂
き
感
謝
し
て
い
ま

す
｡
す
ぼ
ら
し
い
歴
史
と
伝
統
に
感
動
す
る
と
と
も
に
､

こ
の
大
き
な
節
目
に
当
美
術
館
に
勤
務
し
､
特
別
展
に

携
わ
る
こ
と
が
で
き
た
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
｡

今
後
一
層
お
客
様
に
親
し
ま
れ
る
､
充
実
し
た
美
術

館
を
目
指
し
努
力
す
る
つ
も
り
で
す
o

ご
支
援
､
ご
指
導
の
程
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
｡

計
報糞

術
館
運
営
委
員
で
ご
尽
力
頂
い
た
野
上
隆
氏
が
､

九
月
十
五
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
｡
ご
冥
福
を
お

祈
り
致
し
ま
す
o

編
集
発
行

富
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番
9
-
3
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岡
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中
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